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 海上保安庁海洋情報部では、千葉灯標にモニタリングポストを設置し、東京湾奥部の

水質の連続監視を実施している。千葉灯標モニタリングポストでは、水質の各項目（水

温、塩分、溶存酸素量（DO）、クロロフィル、濁度）について、海面から海底までを1 m

間隔で、1時間に1回観測しており、運用が開始された2003年から現在に至るまで高頻

度の観測を続けている。本稿では、千葉灯標に設置されたモニタリングポストのデータ

を解析し、東京湾奥部における溶存酸素濃度の経年変化を解明した。一方で、観測され

た生データには、その年ごとに異なる気象状況等に起因する年変動分が含まれており、

生データから東京湾の水質改善状況を評価することが困難である。従って、本稿ではさ

らに、取得された観測データから気象状況等に起因する年変動分を除去したうえで、DO

を指標とした東京湾の水質改善状況の評価を試みた。 

 

 

2003年から 2015年の DO鉛直

分布図。濃い青色は酸素が少な

い水塊（貧酸素水塊）を示す。

いずれの年においても夏季（5

月～11月）を中心に、海底が貧

酸素水塊に覆われている。加え

て、年による多少の変動はある

ものの、底層 DOは短期的な変

動を繰り返していることがわ

かる。濃い青色が海面まで伸び

ているときは、青潮が発生して

いる可能性がある。 

第1図 DO鉛直分布の時間変化 

結果と考察 

第2図 気象条件に起因する変動分の除去前（水色）・除去後（紫色）の夏季平均値の推移 

気象条件（本稿では南偏風卓越時

に発生する表層水の沈み込み）に

起因する変動分の除去前後にお

いて、長期的トレンドに大きな違

いはなく、底層 DOにおいては水

質の改善状況は見られなかった。

桃色は環境基準（2 mg/L）以下を

示す。 


